
  

      

 

 

 

 

 

 

  
 

秋来ぬと目にはさやかに見えねども 風の音にぞおどろかれぬる     藤原 敏行 

 

涼しさから寒さへの移り変わりを、この秀歌（秋歌）のように、「風」から感じるこの頃、保護者・

地域の皆様はいかがお過ごしでしょうか。 

10月は体験的な教育活動の充実期となりました。保護者の皆様の、ご理解とご協力あっての

成果であること、改めて感謝申し上げます。 

3年生の修学旅行は、課題になってしまったことが、次の場面では改善され、チームワークの

良さや仲間を尊重する感度の鋭さを感じました。また、1・2年生の校外学習は、まさに「深い学

び」につながる活動で、この体験で得た知識や技能、成果や反省点は、関連付いて構造化され、

今回限りのものではなく、それを、他の取組に活用できるものとなりました。さらに、I組の宿泊学

習は、探究的な学習に不可欠な、他者と協働して課題を解決しようとする姿勢の中で、自然体験

（海辺散策）・ものづくり（房州団扇づくり）などの体験活動が効果的に取り入れられたものでし

た。不思議な形と色の貝殻や、牛の乳搾りに心ときめかせ、武蔵村山市では味わえない感動を全

身で受け止めてきました。 

さあ、いよいよ学年も後半に入りました。11 月は 3 年生の進路選択の重要な時期、今やるべ

きことに自信をもって臨んでください。また、1・2 年生は確立期となります。期末考査への取組と

その結果から、学習活動（授業・家庭）の振り返りを行ってください。さらに、生徒会活動やボラン

ティア活動、部活動からは、組織に所属していることへの有用感が増し、社会性が高まりますの

で、積極的に挑戦し、謳歌してください。 

目にははっきりと見えないことでも、着実に一中生の力になっていますよ･･･。 
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